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残暑お見舞い申し上げます。今年の夏の酷暑も時折

降る雨に少しずつ緩んで来たでしょうか。まだまだ残

暑が厳しい所ですが、夏休みが終わり、いよいよ今日

から２学期がスタートしました。 

真っ黒に日焼けした生徒、みんなに会えて朝から嬉

しそうな生徒、少しけだるそうな生徒、登校してきた

生徒の表情は様々です。それでも私は、今日、元気に

登校した全校生徒が、始業式で一堂に会した様子を見

て、大変嬉しくなりました。この夏休みで、大中生は

どれだけ成長したでしょうか。 
２学期も、この大矢野中学校で沢山のドラマが展 

開されていくのを楽しみにしています。 
今回は、夏休み終盤の様子をお伝えします。 
 

夏休みの朝、もくもくと走り続ける生徒たちがいます。少しでも涼しい時間に練習しようと、

７時から８時に練習を設定しましたが、厳しい暑さです。駅伝チームとして、郡市大会優勝、県

大会・九州大会出場を目指して長距離走の練習に励んでいます。７月から夏休み前半は、体力を

つける目的で走っている人もいました。朝から爽やかに駆け抜けていく姿に元気をもらいます。

そして、８時３０分から１０時３０分までの部活動の時間には、新チームとなった各部の１，２

年生が暑さに負けず練習に励んでいました。この夏休みも、朝の駅伝、部活動、学習会、そして

宿題など、それぞれ

の目標に向けて、

日々努力する大中

生の姿がたくさん

見られました。その

努力や、たくさんか

いた汗は、きっと成

果となって現れる

でしょう。 

また、８／３０（土）に熊本城ホールで開催された「少年の主張」熊本県大会に、天草地区 

代表として３年生の坂本葵さんが出場し、「優秀賞」（応募総数８５２点の中の２番目）を受賞

しました。夏休みもずっと練習し表現力を高め、素晴らしい発表を披

露しました。 

さらに、８／２６（火）に「本と歴史の

交流館イコット」に勉強をしに行った３年

生の福田星名さんと益田玲菜さんが、令和

５年１０月にオープンしたイコットの来場

１０万人目となり、お祝いされました。 

「自分の夢（目標）や未来（進路）の実
現を目指し主体的に努力する大中生」の姿 

がたくさん見られた夏休みでした。 

｢夢実現｣～可能性は無限～ 
令和７年度 第１４号  令和７年９月１日（月）  文責 校長 松田 真也 

大矢野中 
学校だより 

夏休みも、夢・目標の実現に向け、努力する大中生！！ 

カノコユリとアゲハ サルスベリの花 

朝日を浴びて、爽やかに駆け抜けていく生徒と白石先生 ↓ 

イコット来場１０万
人目となった２人 県大会で素晴らしい

発表をした坂本さん 



学校教育目標「未来を切り拓くために主体的に努力する生徒を育成する～夢実現・可能性は無限～」」 

８月１９日（火）の夕方、沢山の保護者の皆様にご協力いただき、「ＰＴＡ美化作業」が行

われました。平日の夕方の仕事終わりで、残暑厳しい中にも関わらず、沢山の皆様にお集まりい

ただき、除草作業や枝払いなどを行っていただきました。ＰＴＡ地区・生活委員を中心に保護者

の皆様に作業していただいたお陰で、見違えるほど校地内がきれいになり、とても清々しいです。

これで、生徒は、きれいな環境のもと、２学期の学習や活動が進められます。 

また、８／１４～８／２６の期間を、ＰＴＡのアルミ缶回収の強化期間として皆様に呼びか

けましたところ、ビールなどのアルミ缶が回収用の大袋に２袋半ほど集まりました。お盆明けに

たくさんのアルミ缶が集まることを期待して５袋を目標としていましたが、呼びかけの不足や豪

雨の影響などもあり目標までは届きませんでした。それでも、「少ないけど持ってきました。」「今

年はお盆に親戚が集まれなくて･･･」などの声とともに、多くの皆様にご協力いただきました。 

また、アルミ缶は、１年を通していつでも回収しています。南側駐車場・３年棟

南側に回収袋を設置していますので、今後もご協力をよろしくお願いいたします。 

保護者の皆様のご協力に、感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/19 ＰＴＡ美化作業・アルミ缶回収 皆様のご協力に感謝! 

９月１日は「防災の日」。 
この夏は、災害の恐ろしさを知る。豪雨被害の爪痕が、今も・・・。 

８月１０日（日）から１１日（月）にかけての豪雨による様々な被害の状況が全国ネッ

トのテレビや各新聞でも大きく取り上げられました。熊本県内、上天草市内でも、多くの

場所で冠水や土砂崩れが発生し、交通（特に国道２６６号線）が遮断され、床上浸水なの

被害が出て（本校生徒や職員にも浸水被害がありました）、改めて災害の恐ろしさを感じた

ところです。あわせて、災害に対しての備え・準備の大切さ、そして、通常の生活ができ

ることのありがたさ、ボランティアなど助け合いの心の温かさも感じたところです。 

９月１日は「防災の日」でもあります。始業式の中でも、生徒に下の写真のような今回

の豪雨被害の様子を見せ、防災意識の大切さについて話をしました。各ご家庭でも、避難

場所や集合場所、防災グッズや持ち出し品、地震・津波・大雨・台風などの災害ごとの避

難の仕方の違いについて、確認したり話したりしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

） 

被害に遭われた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。一日でも早い復興をお祈り申し

上げます。 

グラウンドの草取りを中心に作業していただきました。↑ 
河村ＰＴＡ 

会長のご挨拶

↑ 

集まった多くの

アルミ缶↑ 

被害が大きかった松島・アロ

マの体育館。２日後の様子↑ 

国道が川のように流れた大矢野庁舎入

り口付近（植田自転車店から撮影）↑ 

本校グラウンド東側の斜面

崩壊。8/27,28に土砂撤去↑ 


